第６学年　社会科学習指導案
１．小単元名　「日本最多の青銅器出土地」
２．本時のねらい
　〇　自分たちの住む地域から出土した銅鐸の形状や分布を調べ、どんな人が作ったか考えるとともに、強　　い力を持った者が現れてきたことに気づくことができる。
３．本時の学習展開
	    教師の発問と予想される児童の反応
	  　　　　教　師　の　支　援
	   資料

	〇　写真の物は何だと思いますか。
  ・お寺の鐘に似ているよ。
  ・ベルみたいだね。楽器かな。
〇　実物大の銅鐸の写真を見て，気がつい　たことを書きましょう。
  ・緑色をしている。
　・穴が開いている。
　・カメやイノシシ，シカなどの動物が描　　いてある。
  ・人の顔やトンボも描いてある。
  ・曲がった線がたくさんある。
〇　島根県ではどれくらいの青銅器が出て　いるんだろう。
  ・そんなにたくさん出ているんだ。
　・日本で１番なんて島根ってすごいな。
○　このような大量の青銅器を持っていた　人は，どんな人だったと思いますか。
  ・きっと貴重な物だっただろうから，豊　　かな生活をしていた人だと思う。
  ・銅剣をたくさん持っていたということ　　は、戦争をしていたと思う。
  ・それだけの物を独り占めできるとした　　ら，強い力を持って周りのむらを従えて
いたと思う。
○　そのような力を持った人たちが、どの　ように現れてきたのかを学習していこう。
　
	〇　前面に銅鐸の写真を掲示する。意見が出た後　で，「銅鐸」という青銅で作られた弥生時代の　道具であることを知らせる。縄文時代の学習で　出てきた道具の素材を想起させ、金属の道具が　使われるようになったことを確認する。
〇　緑色なのは錆びたからで，作られた当初は，　光沢があることを写真資料で知らせる。
〇　身近にある生き物などが画材になっているこ　とを確認する。
〇　ワークシートは後半をかくすか，下半分を切　るかして配布する。
○　荒神谷遺跡の銅剣の数を予想させることで関　心を持たせる。
○　島根県で出土した青銅器の数を確認し、日本　最多の青銅器が島根県から出土していることを　おさえることで、島根県に対する愛着の気持ち　を高めたい。
〇　ノートに考えを書かせる。
○　大きな力を持った者が現れてきたことを、話　し合いの中で気づかせたい。
○　米づくりの広がりによって、むらから小さな　くにが形づくられていったことを次時に学習し　ていく。
	銅鐸拡大写真
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ワークシート
ワークシートの解説



（青字はワークシートと対応している部分）
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